





























































































































































































































































































































































































食べる日数は、「2 ～ 3 日」が 36.3％と最も多
かった。この調査は、家庭、家族の在り方を
示唆するきっかけを与えてくれたが、中でも子
どもたちの食事が、いつ、誰と、どんな状況で
食べているのか、ということを考えさせること
にもなった。家族が揃って賑やかに食べる食事
は、料理の品数も多く栄養バランスも優れてい
るが、ひとりで食べる食事は品数も少なく内容
的にも簡単にできるものが多いという。このこ
とは、食事が単に栄養の面だけではなく、トー
タル的なものであり、心の問題と強く関係して
いることを物語っている。食事を楽しくとるこ
とは、人間の情緒や感情と深く結びついている。
「おいしかった」と実感できた食事は、家族や
仲間がいて賑やかにわいわい食しているときで
ある。そこには緊張感から解放された、安らぎ
に満ちたひとときがある。反対にどんなに食材
がきれい並べてあっても、そこに養育者の愛情
を感じることができなければ、冷え切ったコン
ビニ弁当を食べたときのような空虚感のみが生
じてしまうだろう。
　思春期は、身体的な発達が急激で、心理的に
－ 9 －
東海学院大学短期大学部紀要　第 37 号　（2011）
も不安定な時期である。子どもは自立を求め、
仲間との行動を大切にする。家族との食卓を拒
否したり、食事の面でも独立を求めるようにな
る。クラブ活動や塾通いが食事のリズムを崩す
ときもある。このとき、食事の楽しさを言葉で
はなく、日常生活の中でさりげなく体験的に感
じることが重要だと思われる。思春期になって
あらためて、食生活を身につけさせるというよ
りも、思春期は乳幼児期からこれまでの食事習
慣が顕在化する時期と考えられる。思春期以降
の女性はダイエットに強い関心を示し、異常な
食事制限をするものもいる。やせ願望が強くな
り、拒食症へと移行するものも少なくない。健
康と日常の生活習慣は密接に関連している。幼
いころからの基本的な生活習慣は、生涯の健康
を守るうえで、極めて重要である。家族揃って
の「いただきます」をいつまでも続けたいもの
である。下記の資料は、筆者が学生の食生活を
知るために作成したアンケートである。20 項
目の質問であるが、家族の食卓の様子がよくう
かがえる。　
食事のアンケート
１　今日、朝食は食べましたか。
　　　　　はい　　　　いいえ
２　家族が家で食事をする場所はどこですか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
３　家族全員で食事をするのは、　朝食・夕食
　　どちらも一緒、どちらも別
４　だれが食事の準備をしますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
５　だれが食卓の準備をしますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
６　いただきます・ごちそうさまと言いますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
７　ご飯のおかわりはだれがよそいますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
８　食事のメニューはだれが決めますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）　
９　食事中テレビをかけますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
10　食事中家族の会話はありますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
11　食事中だれがよくしゃべりますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
12　座る場所は決まっていますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
13　食事中メールのやりとりをしますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
14　食事中笑い声が聞こえますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
15　食べ終わったあとも家族と一緒にいます
か。
　　　　　はい　　　　いいえ
16　夕食の時間はだいたい決まっていますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
17　食後の後片付けはだれがしますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
18　家族と一緒に外食に出かけますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
19　料理を作ることがありますか。
　　　　　はい　　　　いいえ
20　食事の時間は楽しいですか。
　　　　　はい　　　　いいえ
７．学校での対応
　
　拒食症や過食症などの摂食障害の生徒や、自
分の手首を自傷する生徒、統合失調症の前駆症
状とみられる生徒が存在する。このような生徒
はさまざまな問題を抱えていることが多く、長
期化し慢性化していく傾向が強い。担任教師は
忍耐強く根気よく援助していくことが求められ
る。また保護者との連携が不可欠であるため、
担任教師がひとりで抱え込むのではなく、養護
教諭やスクールカウンセラーや教育相談員に相
談してほしい。情緒的に不安が強い場合は、専
門機関に相談することも大切である。以下に組
織的な連携指導の実際について述べてみる。
組織的な運営指導の実際
　問題行動が発生した場合、いち早く組織的な
指導会議を持たなければならない。秘密裏に行
うのでは、多くの関係者を集めることが必要で
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ある。会議のメンバーとしては、校長、教頭、
学年主任、学級担任、養護教諭、生徒指導主任、
教育相談担当、スクールカウンセラーなどが一
堂に会して共通理解を得ることが大切である。
会議の進め方としては
①　時間の経過を追って問題行動を説明する。
　担任が事実のみに従って経緯を説明する。
自分の思いや反省は省力して客観的事実を
報告する。
②　会議のメンバーが情報を追加する。
　学級担任の説明の後、メンバー全員で関
連情報を出し合う。時間をさかのぼって気
になることを話し合うと、生徒の心情や問
題行動の背景がみえてくることもある。
③　すべての情報を黒板に板書する。
　板書することによって、共通理解を深め
ることができる。事前にプリントを配布し
てもよいが、会議終了後は回収してシュレッ
ダーにかけること。
④　誰がどのように関わるか対応を考える。
　すぐにしなければならないことは何か、
継続して行うことは何か、校長、教頭、学
級担任、学年主任、養護教諭がそれぞれの
立場でできることを考えて対応のシステム
をつくる。
⑤　できれば全職員に報告と協力を要請する。
　担任がひとりで対応することになっても、
それを全職員が知っていることが大切であ
る。最初は何で関係のない私たちにまでい
ちいち伝えるのという気持ちになることも
あろうが、学級担任が問題を抱え込まなく
てもいいような雰囲気をつくることが大切
である。
⑥　問題の解決と評価
　問題への対応が一段落したところで、職
員室で今回の対応はどうだったか考えてみ
る。
摂食障害への具体的対応
（１）早期発見・早期対応
①　摂食障害の人たちは、自分が病気だとは
思っていないので、自ら進んで相談に来る
ことは少ない。周囲の人が、いち早くその
異常に気づき、本人から様子を聞くことが
求められる。
②　本人の表面的な言動にふりまわされず、
その底にある気持ちをくみ取るようにす
る。雑談の中から、どのような食生活をし
ているのかを聞くように努め、食事や体重
については指示しない。無理に食べさせる
ことは逆効果であり、心を閉ざして話さな
くなってしまう。
（２）保護者との連携
　発症のきっかけはさまざまであるが、根底に
あるものは家族内葛藤が存在している場合が多
く、保護者との連携は不可欠である。
（３）医療機関の紹介
　学校だけの指導では難しいと思われた場合
は、生徒の保護者に医療機関を紹介すること。
拒食症が激しいときは、医療機関との連携や紹
介は欠かせない。まれに死亡に至るケースがあ
る。保護者へのカウンセリングが必要なケース
も多くみられる。
（４）今、ここで　―校内連携―
　摂食障害は長期化し慢性化しやすい病気であ
る。医学的な対応が求められるケースでは、治
療は医師に任せることが大切である。学校では
「今、ここで」に目を向け、これからのことを
考えていけるよう指導していく。
おわりに
　摂食障害についてまとめてみた。援助技法、
医療機関での対応は他書にゆずるとして、ここ
では理解と対応について述べてみた。
　摂食障害は女性の病であり、男性には稀であ
るという。生物学的な要因もさることながら、
男性にはどうして少ないのであろうか。攻撃性
とその解消方法に相違があるのだろうか。この
ことは今後の課題としたい。
　自らの意思と身体のバランスが崩れた摂食障
害は、自分との戦いの病であり、辛く苦しい病
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である。苦しいばかりでなく、長期化し慢性化
しやすい病である。ひとりでも多くの女性がそ
の苦しみから克服できることを願ってやまな
い。
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